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1. はじめに 

現在，架けられている橋梁は高度経済成長期に建設

されたものが多く存在し，数十年が経過している．し

たがって，今後は老朽化した橋梁がますます増加し，

適切な維持管理が求められる．このような事態に備え，

橋梁を効率的かつ計画的に維持管理し，長寿命化修繕

計画を進めていく必要がある． 

現在，橋梁の維持管理は，通常点検，特定点検，異

常点検をはじめとする定期点検が行われ，その結果を

もとに補修計画が立てられている．補修の結果は，個々

に記録されているものの情報が整理されていないのが

現状である．このような背景のもと，橋梁の点検情報

をデータベース化し，管理上把握しておくべき課題を

時系列で整理し，さらに最新の記録が参照できるよう

なシステムを構築することが望まれる．そこで，本研

究では福井県が管轄する道路橋の維持管理の効率化に

寄与するデータベースを作成することを目的として設

定した． 

 

2. 福井県の橋梁の現状 

材料，環境，交通量や維持管理の方法によって異な

るが，一般的に橋梁の寿命は，建設後 50 年と言われて

いる．図-1は，福井県が管理している橋梁の架設年代

別分布である．この図を見ると橋梁の建設が高度経済成長期の 1960 年代～1990 年代に集中しており，とく

に 1970 年代に多くの橋が建設されていることが判る．図-2は，現在，10 年後および 20 年後における福井県

の建設後 50 年以上の橋梁の占める割合を表している．現在，福井県が管理している橋梁は 668 橋ある．2013

年現在では全体の 12％に留まるが，2023 年には 41％，平成 2033 年には 62％に達するなど，橋梁の高齢化が

急速に進む状況にある．したがって，橋梁の修繕，補修工事が同時期に重なることが予想される． 

 

3. 橋梁の維持管理データベースの構築 

本研究では ESRI 社の ArcGIS を用いて，橋梁の情報を格納した．対象は，福井県が管理する 15m 以上の

橋梁 668 橋である．福井県内の橋梁の位置を確認するために，財団法人福井建設技術公社が発行した参考文

献 1）を参照し，ポイントデータの作成した．また，前述の参考文献には CD-ROM が付属しており，福井県

の各土木事務所が管理する橋梁の基礎情報（橋梁の諸元，幅員構成，建設年度，上部・下部構造形式，添加

物，舗装仕様等）が Excel ファイルとして保存されている．本研究では，この基礎情報を作成したポイント

データに格納するために，ArcGIS のテーブル結合機能を用いた．その結果を図-3 に示す．なお，テーブル

結合を行うためには，それぞれの属性で同じ項目が必要であり，これをキーとして結合する．今回は，橋名

 

図-1 福井県の架設年代別分布 

 

図-2 福井県の建設後50年後の橋梁の割合 

 
図-3 テーブル結合結果(橋名をキーとして結合) 



をキーとして利用した．しかし，福井県内には同じ

名前の橋梁がいくつか存在するため，橋梁名の後ろ

に番号を付与した．このような作業を通して，同じ

名前の橋梁でも識別することができるように改善し

た． 

 

4. 若狭町の橋梁の点検結果のデータベース化 

若狭町が管理する橋梁は，橋長 15ｍ以上で，65

橋あり，現在，建設後 50 年を経過する高齢化橋梁は

5%にとどまっているが，10 年後には 16%，20 年後

には 35%，30 年後には 63%になるため福井県の橋梁

と同様に高齢化が急速に進むことになる． 

このような背景により，「福井県橋梁長寿命化修繕

計画」に基づき，従来の事後保全的管理から予防保

全的管理への転換を行い，道路ネットワークの安全

性・信頼性を確保するとともに，維持管理コストの

縮減，および必要予算の平準化を図る目的で橋梁長

寿命化修繕計画を策定している．若狭町の点検結果

の一覧を表-1 に示す．これらの情報を ArcGIS に作

成したポイントデータにテーブル結合することで注

目したい橋梁の点検結果を確認することができる．

その一例を図-4に示す． 

なお，現在，橋梁のレベル 1 点検を支援するため

に UAV を用いた橋梁点検の方法を検討している 2)．

ここで得られた結果をこのデータベースとリンクさ

せたいと考えている． 

 

5. まとめ 

本研究では，福井県が管理する橋梁の基礎情報を有する GIS の構築を行い，さらに若狭町を例として点検

結果を格納した橋梁の維持管理に資するデータベースを作成した．本研究のまとめを以下に示す．①ArcGIS

を用いて参考文献を参照しながら，福井県が管理する橋梁のポイントデータを作成し，このポイントデータ

に橋梁の基礎情報を格納した．②Excel を用いて若狭町が管理する橋梁の点検結果を GIS に格納し，点検結

果が閲覧できるシステムを構築した． 

今後の展望としては，①UAV を用いたレベル 1 点検を支援する橋梁点検方法を確立させ，この点検結果と

GIS のデータベースとをリンクさせること，②損傷の種類を特定した点検結果をデータベースに格納し，地

理的な条件との関連を分析することなどが挙げられる． 
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表-1若狭町が管理する橋梁の点検結果 

 

 

 

図-4 若狭町の管理する点検結果の表示の一例 

橋名 橋種 完成年度 径間数 舗装 伸縮装置 床版 鋼桁 コンクリート桁 支承 橋台 橋脚 点検結果 重要度

八丁小橋 RC S42 1 重 軽 中 中 軽 中 E1 中-2
八丁大橋 RC S42 2 軽 重 中 中 軽 中 軽 B 中-2
鳥羽川橋 PC H6 2 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
鳥羽川歩道橋 鋼 H21 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
古川橋 PC H6 1 軽 軽 軽 軽 中 中 低
日笠橋 PC H6 1 軽 軽 軽 軽 中 中 中 中 低
天満橋 PC S52 3 中 軽 中 軽 軽 中 中 中-2
仁田橋 PC H12 1 軽 軽 軽 軽 軽 中 中 低
新道大橋 PC S60 1 軽 軽 軽 軽 軽 中 中 中-2
錦屋橋 PC S47 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 中-2
高橋 PC H4 1 軽 重 軽 軽 軽 軽 B 低
三田橋 PC H11 1 軽 軽 軽 軽 軽 中 中 低
神谷橋 PC S35 3 軽 重 軽 中 軽 重 重 C 高
長江橋 PC H21 2 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
山内橋 PC S62 2 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
寺前橋 PC H13 1 軽 軽 中 軽 軽 軽 中 低
天徳寺橋 PC S56 3 軽 軽 中 軽 軽 中 中 中 中-3
小原橋 PC H4 2 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
学校橋 PC H7 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
無悪橋 PC H6 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
小橋 PC H13 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
江南橋 PC H3 2 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
小有田橋 PC S54 2 中 軽 中 軽 軽 軽 軽 中 中-3
有田橋 PC S55 2 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 中-3
在所ノ下橋 PC S56 2 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
天満橋 鋼 S48 2 軽 軽 中 重 軽 軽 中 B 中-3
江古橋 PC S45 2 軽 軽 軽 中 軽 軽 中 中 中-3
西ノ畑橋 鋼 S51 2 中 軽 中 重 軽 軽 中 C 中-3
橘橋 PC S34 1 軽 軽 軽 中 軽 軽 中 中-3
前野橋 PC S52 1 軽 軽 軽 軽 軽 中 中 中-3
三宅橋 PC H15 3 軽 軽 軽 軽 中 中 中 中 中-3
上中島橋 PC S62 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
下中島橋 PC S62 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
三太夫橋 PC S62 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
村下橋 鋼 S54 1 軽 軽 中 中 軽 軽 中 中-3
下河原橋 鋼 S50 1 軽 軽 中 中 軽 中 中 中-3
小林橋 PC S51 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 中-3
中野木橋 PC H8 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
中河原橋 PC S51 1 軽 軽 軽 中 軽 軽 中 中-3
下野木橋 PC H6 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
田名橋 PC S63 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
鳥浜横渡橋 PC H3 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 中-3
上古橋 PC H8 2 軽 軽 軽 中 軽 軽 中 中 低
はすかわ橋 PC S35 4 中 軽 軽 重 軽 中 重 C 中-3
串子橋 PC H3 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 中-3
おんどり橋 PC S45 2 中 軽 軽 重 軽 軽 重 B 中-3
合流橋 鋼 S49 1 軽 軽 軽 重 軽 中 B 中-3
河原橋(2) PC H1 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 中-3
浦見川歩道橋 鋼 S54 1 軽 軽 軽 中 軽 軽 中 中-3
東部236号橋 PC S60 1 中 軽 軽 中 軽 中 中 低
浦見川橋 鋼 S43 1 軽 軽 軽 重 軽 中 B 中-3
佐古橋 PC H5 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
相田新開橋 PC H5 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
弁天橋 PC S63 1 中 軽 軽 軽 軽 中 中 低
黒田橋 PC S60 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
南部125号線1号橋 PC S57 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 中-3
三十三街道線1号橋 PC H7 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
三十三街道線2号橋 PC H7 1 中 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
明神大橋 PC+鋼 H10 8 中 重 軽 軽 軽 軽 中 中 C 高
江跨橋 PC H2 1 軽 軽 軽 軽 軽 中 中 中-2
落合橋（７） PC H2 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 中-2
藤井橋 PC H2 1 重 軽 軽 軽 軽 軽 軽 中-2
長尾端橋 PC H18 1 軽 軽 軽 軽 軽 軽 軽 低
膳部橋 PC H18 3 軽 軽 軽 軽 軽 中 中 中 中-1
池ノ尻橋 PC H20 4 軽 軽 軽 軽 軽 中 軽 中 中-1
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